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それに対する反論している者として Home Jack, Gunther, Norman Cousinsを挙げている。この
点については、H.Clark,The philosophy of Albert Schweitzer,P.110-119を参照。さらに、
Mbondobariはシュヴァイツァーの植民地の問題を、アフリカ（ガボン）の Ndaotの小説を
題材にして、主としてシュヴァイツァーの脱神話化の観点から批判的に検討している。そ
の点に関しては以下の文献を参照。The Ethics of Albert Schweitzer for the twenty-first century 
Reverence for Life (2002 by Syracuse University Press)  Sylvere Mbondobari The Assessment of 
the Life and Thought of Albert Schweitzer in Germany and Africa. 
2 Albert Schweitzer, Aus meinem Leben und Denken, S.157  
3 ibid,S.157 














11 ibid,S.158  
12 Albert Schweitzer, Zwischen Wasser und Urwald,S.162-163 
13 ibid,S.162 
14 Albert Schweitzer, Aus meinem Leben und Denken, ,S.159 
15 ibis,S.159 












24 ibid,S.168  
25 Albert Schweitzer Aus meinem Leben und Denken, S.160 
26 ibid,S.160 
27 Albert Schweitzer, Zwischen Wasser und Urwald,S.167 




P .フレイレ「被抑圧者の教育学」１９７９年 小沢有作、楠原彰、柿沼秀雄、伊藤周訳 亜
紀書房、イヴァン・イリイチ P.フレイレ「対話－教育を超えて」１９８０年 新泉社 角
南和宏訳参照。 
30 ibid,S.161 
31 Albert Schweitzer,Die Beziehung zwischen den weissen und farbigen Rassen,S.337 
32 ibid,S.161 
33 Albert Schweitzer, Zwischen Wasser und Urwald,S.167 

































                                                                                                                                                                  
の指針を以下のように指摘する。「生を維持し促進する憧憬にますます支配されることによ
って、生を破棄し毀損する必然性に対して、ますます抵抗することによってのみ人間は前
進する」。(AlbertSchweitzer, Kulture und Ethik,S.238) 「真の知（生への畏敬の倫理）は、私達
の周囲を取り巻く一切が生への意志であるという神秘に捕らえられ、いかに私達が絶えず
生命に罪責を負っているかを洞察することである.」。(AlbertSchweitzer, Kulture und 
Ethik,S.246) 
47AlbertSchweitzer, Kulture und Ethik,S.246 
48 ibid,S.146-147 
49 ここでは検討することができないが、シュヴァイツァーの人間性の思想は、遺稿『我ら




(Albert Schweitzer, Wir Epigonen.Kultur und Kulturstaat S.191)と述べているように、彼の人間性
の思想の主張は、人間性や人間社会を超えた射程を有していると思われる。 






















代遅れのものと考えるかもしれない」。(H.Clark,The philosophy of Albert Schweitzer,P.117-118. 
65 Henry Clark,The Philosophy of Albert Schweitzer,P.118 
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